
人を見守り環境の変化を捉えて適切にサポートする「環境知能」を実現する

には、まず身の回りの情報を詳細に取得するセンサが必要です。一世帯当り

千個程度のモノに送信が可能なセンサノードを取り付け情報を収集するには、

センサノードの小型化とメンテナンスフリー化（バッテリーレス）が必須です。
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限られたエネルギー源でも無線送信が可能な極低電力無線回路と、LSI

チップ上に可動構造を積層可能なMEMSプロセスによって実現される高効

率MEMS発電素子が特徴です。 1mm角以下の超小型でバッテリが不要

なセンサノードを目指します。

極低エネルギー・ワイヤレスセンサノード

●環境知能が人を助ける社会

センサノードにより、生活空間の多様な情報を収集。

回路の極低電力化とバッテリーレス化により、

センサノードの超小型化とメンテフリーが可能。

ホームセキュリティ

ヘルスチェック

環境モニタリング

（本研究の一部は、JST CRESTからの委託研究による。）

生活空間の情報を大量かつ手軽に収集できるので、ホームセキュリティ、

ヘルスチェック、環境モニタリングなどのユビキタスサービスをメンテフリー

で提供できます。センサノードは環境知能として、ユーザーが意識しなくて

も必要に応じて生活をサポートする存在になります。

～環境知能を実現するナノワット級ハードウエア～


